








































日の 「事業所視察 ・現場デイスカ ッション」である。
いくつかコースが設定されていたが、 「Cコース：罪を
犯した障がい者の地域支援のメニューと定着支援セン
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ターに重点を置いたデイスカッションと視察コース」
を選択した。コース内容は「長崎県地域生活定着支援セ
ンター」と「熊本県地域生活定着支援センター」の職員の
方とのデイスカッション、「更生保護施設雲仙・虹」に
おける罪を犯した高齢・障がい者の受け入れの視察と
デイスカッション、「トレーニングセンター あいりん
（自立訓練、生活訓練）」と「グループホーム・ケアホー
ムさっき」の視察、「就労継続支援A型・ B型のコロニー
エンタープライズ」の視察、宿泊型自立訓練施設 「ふた
ば」とグループホーム・ケアホーム事業所である「県南
地域サービスセンター」の視察という内容で、あった。
中でももっとも興味深かったのが、日本でひとつだ
けという社会福祉法人としての「更生保護施設雲仙・
虹」の視察とデイスカッションである。通常の更生保護
施設とは違い、 「雲仙・虹」では触法障がい者・高齢者
のみが入所する。もともとあった知的障がい者施設の建
物を利用したということであったが、発想が斬新であ
り、また南高愛隣会が触法障がい者・高齢者の支援に取
り組む意欲の現れだとも感じた。Cコースの視察・デイ
スカッションを通して感じたのは、触法障がい者・ 高齢
者を支援するシステムが構築されているということであ
る。事業所単体では、就労や生活支援には限界がある。
その点、法人内にあるさまざまな事業所で連携し、それ
ぞれの事業所の特徴や持ち味を生かし、支援システムを
構築されているのが非常に印象的で、あった。
この他、 「島根あさひ社会復帰促進センター」の視
察を3月に予定していた。「島根あさひ社会復帰促進セン
ター」は、犯罪傾向の進んでいない受刑者の他、軽度
の身体・知的・精神障害のある受刑者を受け入れてい
る、民間企業によって運営されている刑務所である。
受刑者の再犯防止を最優先課題として処遇に取り組ん
でいる、日本で、4ヶ所目の「社会復帰促進センター」であ
る。この「社会復帰促進センターJの視察を通じ、触法
障がい者・高齢者の社会復帰への取り組みについて知
見を得ょうとしていたのだが、 3月1日に起こった東日
本大震災のため、非常に残念なことではあったが、視
察に向かうことができなかったO
このような東日本大震災の影響もあって、十分に課
題に取り組むことができなかったが、引き続き岩手県
における支援の実態把握等に取り組んで行きたいと考
えている。
